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Abstract
The academic society created a global extensive debate on the point of issue “who will feed China” proposed 
by Brown. In this paper, I collected the worldwide debate embracing the main relevant viewpoints and other 
viewpoints, and meanwhile discussed the related topic of Chinese food security and its current situation. Firstly, 
I arranged the main viewpoints on Brown’s who will feed China. Secondly, the characteristics of the debate and 
corresponding evaluations have been conducted based on the arrangement and the development of the relevant 
debates from supporters, adverse argument, and criticism group. Finally, for China which makes “the issues of food" 
the first problem, I re-consider the viewpoint of Brown or a so-called warning for Chinese food security, and hold 
that a general evaluation for Chinese food security is necessary after taking into overall account of the urbanization, 
the change of the agent of production, the population structure, the food consuming structure, the switch of the food 

































































少し、2 億 6,300 万トンにしかならないと予想されるた







り、2030 年には 16 億人になると予測されているから、
この人口増だけによっても穀物需要は 1990 年の 3 億
3,500 万トンから 2030 年には 4 億 7,900 万トンに増加す
る、②現在の 1 人当たりの年間穀物消費量は 300kg だ
が、これがもし 2030 年に 350kg と控えめに増加するな
らば穀物の総需要量は 5 億 6,800 万トンに増加するため、
生産量が同様ならば 3 億 500 万トンの不足が生じること
になる、③もし 2030 年に 1 人当たり年間穀物消費量が














穀物供給量を、1990 年の収量の 2 割減の 2 億 7,200 万トン
としている。「縮小する耕地」（第 4 章）、「深刻化する水


















上で、1950-1977 年が年率 2.7%、1978-1984 年が 7.1%、













政策を施行しても、1995 年すでに 12 億人を超えており、








2030 年中国の食糧需要量の予測に関わる 2 つのシナ
リオ：第 1 のシナリオ（ケース 1）は、一人当たりの年
間穀物消費量を現状の 300 キロとし、人口のみ増加する
というものである。人口の増加だけが前提されているが、
それでも需要は 2030 年には 4 億 7,900 万トン、生産量
は現状よりも 20％落ちて 2 億 7,200 万トンで、この予測
にしたがえば 2 億 700 万トンの不足となり、1994 年の
世界全体の穀物輸出 2 億トンにほぼ同じである。第 2 の
シナリオ（ケース 2）は、一人当たり年間需要量は台湾
とほぼ同じ、アメリカのほぼ半分に相当する量の 400 キ
ロとし、穀物総需要量は 6 億 4,100 万トンに達し、生産
は 2 億 7,200 万トンで同じとされているので、不足量は




需要量 4 億 7,000 万トン 6 億 4,100 万トン
生産量 2 億 7,200 万トン 2 億 7,200 万トン
輸入量 2 億   700 万トン 3 億 6,900 万トン
自給率 56.8% 42.4%
註 1：本文の第 7 章の文中のデータを整理したものである。




































































地の 7%、淡水の 5% しか持たない中国が、世界人口の
21% を養っていることは驚異に値するが、同時に、国










































































































の計量経済モデルによって、「2020 年には 1 人当たり
ブラウン『だれが中国を養うのか』に関する考察（王・周・銭・仲上）
－ 203 －
小麦消費量が 1992 年に比べ 10% 増えても世界の小麦
消費量は 9 億 1,800 万トンにとどまるのに対し、小麦生































者も認めている。一般的には、1 億 2,000 万ヘクタール
程度とする説が主流と思われるが、米国のクルックは 1
億 3,900 万ヘクタールを提起している」「人口の予想は



























糧生産量は 7 億トンを超え自給率は 95% 以上になるた
め、ブラウンのいうような数字は誤りであり、すなわ
ち「ブラウン氏予測の推計は科学性に欠ける」47）と反論
した。さらに、2005 年 9 月に、「ブラウンの予測、実は
1950 年代元米国務長官ディーン · アチソンの中国は 5 億
人口を養えないという断言と似ている」「中国の発展す
ることを挑戦とし、チャンスの面が見てない」48）という




























1996 年 11 月にアメリカ農業部（USDA）がまとめた中
国の穀物輸入見通しにより、それは 1995 年の 1,500 万
トン（自給率95%・実績）から2000年には2,500万トン（同
91%）、2005 年には 3,200 万トンに増加するとしてい







2010 年には需要量 6 億 4,600 万トンに対し、生産量が 5
億 1,000 万トンになり、国内需要量の約 2 割、3 億人分
の l 億 3,600 万トンの穀物不足が生じるという予測が出
された」55）、ブラウン予測の数値より低いだけでなく、「中
国の増産努力いかんでは、不足の量を半減できる」56）と
いう点も指摘した。中国政府も 1996 年 10 月に『中国の
食糧問題』と題した初めての食糧白書を発表し、「品種
改良や流通体制の整備等によって食糧を 2010 年までは
年平均 1%、2030 年までは 0.7% 増加させることが可能
なので、人口が 16 億人に達する 2030 年には食糧必要量

































































































政策科学 25 － 1, Oct. 2017
註：
1） 阮蔚（2014）に参照。
2） 姜春雲（編著）/ 石敏俊・安玉発等（訳）（2005）、56 頁。
3） ブラウン氏が中国の食糧問題そのものを直接に問題にしたの
は、1994 年 10 月に『ワールド・ウォッチ』誌上に載せた論
文「だれが中閣を養うのか」であった。同論文は「高度成長
を続ける中国の胃袋の驚異」というタイトルで、『ワールド・
ウォッチ』（日本語版）1994 年 9・10 月号に掲載された。また、
1995 年 9 月に上述の論文名と同名の著書を刊行し、上述の論
文の内容を体系的・包括的に展開した。更に、今村奈良臣が
ブラウンの原作を翻訳した『だれが中国を養うのか？－迫り
くる食糧危機の時代』という本が 1995 年 12 月に出版された。
4） レスタ ・ーR・ブラウン（著）/ 今村奈良臣（訳）（1995）に参照。
5） 同上
6） 中国の都市化率は 2011 年 50% を超え（具体は 51.27%）、
2012 年は 52.6%、さらに 2020 年は 60% に達することを計画
した。中国社会科学院（2011）；新華社（2014）に参照。また、




人当たり消費量が 300 キロ、350 キロ、400 キロ三つのケー











15）Lester R. Brown. Who Will Feed China?-Wake-Up Call for a 
Small Planet. World Watch7.5, Sep1994, pp. 10; Lester R. 
Brown. Who Will Feed China?-Wake-Up Call for a Small Planet. 
W.W. Norton & Company. Sep 1995; Crook Frederick W. 
Could China Starve the World?-Comments on Lester Brown’s 
Article. Asia and Pacific Rim Agriculture and Trade Notes. 
U.S. Dept. Agr., Econ. Res. Serv., Sep1994, pp. 17-19; Smil, 


























33）Crook, Frederick W. Could China Starve the World?-Comments 
on Lester Brown’s Article. Asia and Pacific Rim Agriculture 
and Trade Notes. U.S. Dept. Agr. , Econ. Res. Serv., Sep1994, 
pp. 17-19
34）小林値夫（1996）、1-10 頁。


















52）日本経済新聞（1996 年 11 月 27 日）
53）筆者註
54）同前掲註 52）
55）OECF, Prospects for Grain Supply-Demand Balance and 
Agriculture Development Policy in China , The Overseas 

















（1995 年 7 月増刊号）、農山漁村文化協会（原始資料は胡
鞍鋼「中国不会対世界粮食供應構成威脅」『北京週報』北京、
1995 年 1 月 31 日）
レスター・R・ブラウン（著）/ 今村奈良臣（訳）『だれが中国
を養うのか？－迫りくる食糧危機の時代』ダイヤモンド社、





ムズ・R・シンプソン (1995b) ：『日本農業新聞』9 月 24 日）
日本経済新聞、1996 年 1 月 24 日。
白石和良「中国に食糧危機はこない」『諸君（SHOKUN）』
1996. 4
日本経済新聞、1996 年 11 月 27 日。

















Lester R. Brown. Who Will Feed China. World Watch7.5, 
Sep1994
Crook Frederick W. Could China Starve the World?-Comments 
on Lester Brown’s Article. Asia and Pacific Rim Agriculture 
and Trade Notes. U.S. Dept. Agr. , Econ. Res. Serv., 
Sep1994
Lester R. Brown. Who Will Feed China?-Wake-Up Call for a Small 
Planet. W.W. Norton & Company. Sep 1995
Smil, who will feed China? The China Quarterly 143, 1995
OECF, Prospects for Grain Supply-Demand Balance and Agriculture 
Development Policy in China, The Overseas Economic 
Cooperation Fund, Tokyo
中国語：
胡柏「中国農業革命の展望」『現代農業』（1995 年 7 月増刊号）、
農山漁村文化協会 
中国国務院新聞弁公室『中国の食糧問題』1996 年 10 月、北京
林義夫「中国人有能力養活自己」『明報』香港、1996 年 10 月 9 日。
傅澤強・蔡運龍ほか「中国食糧安全与耕地資源変化的相関分析」
『自然資源学報』第 16 巻第 4 期、2001 年 7 月
郭剣雄「都市化与食糧安全目標的協調」『農業現代化研究』第
25 巻第 4 期、2004 年 7 月
陳百明・周小萍「中国近期耕地資源与食糧総合生産能力的変化
態勢」『資源科学』26 巻第 5 期、2004 年 9 月
紀純・張士功「近年来我国耕地数量変化及其途経和原因分析」『現
代化農業』2005 年第 10 期（総第 315 期）
中国新聞網「胡鞍鋼再与布朗対話：中国崛起是挑戦更是机
遇」2005 年 9 月 7 日。http://www.chinanews.com/news/ 
2005/2005-09-07/8/622418.shtml
梁書民ほか「中国食物消費与供給中長期予測」『中国食物与栄養』
2006 年第 2 期
封志明「中国未来人口発展的食糧安全与耕地保障」『人口研究』
第 31 巻第 2 期、2007 年
王新桂「我国都市化発展対食糧生産影響分析」『人口学』2008（3）
孟繁盈ほか「中国城郷居民食物消費変化及政策啓示」『資源科学』
第 32 巻第 7 期、2010 年
中国社会科学院『2012 年中国社会形勢分析と予測』社会科学
文献出版社、2011 年 12 月
李志強ほか「我国食糧消費変化特徴及未来需要予測」『中国食
物与栄養』18 巻第 3 期、2012 年
鐘甫寧・向晶「城鎮化対食糧需要的影響―基于熱量消費視角的
分析」『農業技術経済』2012 年第 1 期
新華社『国家新型城鎮化計画（2014-2020）』2014 年 3 月 16 日
－ 208 －
政策科学 25 － 1, Oct. 2017
